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 ４月２８日申１４号団体交渉にて８年前に雪害により長時間駅間停車した対策とし

て、導入した「とらん丸」の必要性について会社の認識を明らかにしてきました。 

【組合主張】 

・雪害による列車運行不能が、これまで

何度も発生した。救済が目的であれば

「とらん丸」をなぜ使用しなかったの

か？ 

・教育体制も限定的になっている。 

・とらん丸を離載線できる踏切台帳の更

新もされていない。職場の管理者含めて

誰も知らない状況だ。 

・とらん丸を使用する前提の考え方がな

かったのではないか。 

 

【会社主張】 

・降雪状況が変わり、計画運休など前

広に情報提供するように変化した。 

・除雪は計画的に行っている。本線以

外でも構内除雪、駐車場などの除雪に

おいて稼働実績がある。 

・離載線できる踏切台帳作成は指示し

たが、踏切工事等があった時に再度調

査する指示は欠けていた。 

・とらん丸を使用する考えが薄くなっ

ていた。 

file://///LANDISK-68DC0D/disk/Ｉ／教育・広報部/01／ｕｎｉｆｙ/%20http:/niigatachihon.yukigesho.com/

